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教育環境の激変と 『高岡短期大学紀要』 の役割

学長 西 盛 徳 三

2 003 年度の 『高 岡短期大学紀要』 は , 本学をめ ぐる教育環境が激変する 中で発刊され るo 高

岡短期大学は 2 00 3 年5 月, 県内の 国立大学で あ る富山大学, 革山医科薬科大学と ｢ 再編統合｣

し, そ の 際, 短期大学か ら 4 年制の ｢ 芸術文化学部 ( 仮称)｣ に生まれ変わ る
こ と に合意した Q

再編統合の時期は 1 年半後の 2 005 年1 0 月で あるが, 現在, 三大学問で新学部創設等に
つ い て話

し合わ れて い る ｡ それと並行して, 2 004 年度からの ｢ 国立大学法人化｣ の準備も進め て
い る o

三大学の再編統合は本学創設以来の 出来事で あり, 特に新学部の 創設は , 本学の教育シス テ
ム

を根本的に改変するもの で ある｡ 新学部構想で は, 芸術文化学科の みの 1 学科
･ 5 コ ー ス 制 (追

形芸術 ･ 工芸デザイ ン
･ 文化マ ネジメ ン ト デザイ ン情報

･ 造形建築科学 コ
ー ス) を採用し, 学

生が複数の コ
ー ス を自由に選択で きる教育体制 の構築を目指して い る｡ こ の 狙 い の ひと つ は , 2 1

世紀社会に必要と なる新 しい 経済
･ 文化価値を創造で きる人材 の 育成にある o もうひと つ は地域

にお ける具体的な芸術文化活動を担える人材の 育成に あるo もちろん こ の構想 は, 新世紀
の課題

が経済重視社会か ら感性
･ こ こ ろ重視社会 - と大転換すべ きとい う意図を ベ

ー ス に して い る o さ

らに国立大学法人化は明治以来の 大改革で あるが , 大学の規模を問わず,
い ずれ の 国立大学も限

りなく競争的環境に投げ込まれる こ と になろう｡

『高岡短期大学紀要』 は 1 99 0 年3 月 の 第1 巻創刊以来 , 巻を重 ね, 第1 9 巻を発刊す
るまで に

至 っ た ｡ こ の 間, 地元 と強く結び つ き, 地元 に貢献すると い う本学の 創設理念に照ら し合わせ て ･

紀要の編集方針を大幅に見直した o ちなみ に第 1 6 巻 (新シ リ
ー ズ 第1 号) より従来の 卜 般論

文｣ 等に加えて , 新た に ｢ 特集｣ ｢ 公開講演録｣ ｢活動報告｣ 等の ジ ャ
ン ルを設けて , それに 関連

する記録を掲載する ことにな っ た○ つ まり, 高岡短期大学における教育研究活動を詳細･
か つ 幅

広く収集し掲載する ことで , 本学が地域社会からよく見えるように努め た o

20 04 年皮 よりの ｢ 国立大学法人化｣ と い う既定路線に加えて , 第1 9 巻の 編集過程で三 大学の

再編統合, 新学部創設と いう新たな事態が発生した ｡ 特に , 短期大学から4 年制学部
へ の 移行は ,

教育研究内容の再構築, 地域連携の 大幅見直しと 同時に , 本紀要の あり方･ 役割の再検討を迫る

こ と になる｡

本紀要には , 編集方針の 見直しを引き継 い で , 特集 ｢ 学生の 海外研修に
つ い て｣ に関する記録

をは じめ , 公開講演鈍 活動報告,
一

般論文, 研究ノ
ー ト, 資料等の 15 論考を掲載 した o 忌慣

の ない ご批判や ご意見をお寄せ い た だきた い ｡ 本編集委員会で は, それ らを真筆に受け止め , 教

育環境の 激変に対応 した本学の 教育研究の あり方や紀要の編集方針を再検討す
る契機 ･ 程とした

い o

なお , 本学は第1 8 巻発刊の前後に , 蝋山昌
一

学長と産業造形学科漆工芸コ
ー ス の横山幸文教

授と いう, か けがえの ない お二 人の先生を失 っ た ｡ 蝋山先生は 2 003 年 6 月 19 日に , 横山先
生 は

2 00 2 年 1 1 月 1 1 日 に急逝 され た . 本紀要に , 両先生の ご功溝を称え･
ご冥福をお祈りする追悼

文 (別冊) を掲載 した ｡


